
・
み
ん
な
で
火
を
囲
ん
で
、
そ
の
よ
う
に
事
を
進
め
る

・
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
方
へ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
を
読
も
う
！
）

【
特
集
】
み
ん
な
で
前
を
向
い
て
い
く
た
め
の
「
評
価
」
活
動
へ

９
９
号
も
く
じ
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今
号
の
ひ
と
こ
と
フ
レ
ー
ズ

そもそも、コミュニティ・スクールって！？というところから子ども大人も地域もみんなで一緒に育って
いくための想いや考え方をまとめています。

「コミュニティ・スクールガイド」はオンラインでも読めます！

これまでの「CS委員会だより」の記事も含めてすべてオンラインでアーカイブしています。
「アクションプラン」や過去のアーカイブもオンラインで！

コ
ケ
コ
ッ
コ
ー

にしみたか学園キャラクター あささん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以
下CS

）

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
は
、
こ
こ
の
と
こ

ろ
「
焚
き
火
し
よ
う
」
が
合
言
葉
に
な
っ

て
い
る
節
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、

こ
れ
ま
で
二
中
や
二
小
の
校
庭
で
、
み
ん

な
で
火
を
囲
む
機
会
が
叶
い
ま
し
た
。
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
煙
も
上
が
る
と
い
う

こ
と
で
近
隣
の
皆
様
に
ご
挨
拶
の
チ
ラ
シ

を
届
け
て
回
っ
た
り
、CS

委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
閉
ざ
す
こ
と
は
せ
ず
に
、
に
し
み

た
か
学
園
及
び
地
域
の
方
々
に
広
く
ご
案

内
を
し
た
り
と
少
し
ず
つ
活
動
を
重
ね
、

そ
の
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

現
場
で
は
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
楽
し

ん
だ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
火
の
取
り
扱
い

を
学
ん
だ
り
、
情
報
交
換
や
雑
談
に
花
が

咲
い
た
り
と
い
っ
た
景
色
が
広
が
っ
て
い

る
よ
う
に
、
「
な
ん
の
た
め
に
焚
き
火
を

す
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答

え
は
、
様
々
に
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
防
災
訓
練
の
一
環
に
な
る
。
子
ど
も

た
ち
の
体
験
学
習
に
な
る
。
地
域
交
流
に

な
る
。
と
、
そ
の
通
り
な
の
で
す
が
、
も

う
少
し
踏
み
込
ん
で
考
え
て
い
く
と
、

「
そ
の
目
的
そ
の
も
の
が
生
ま
れ
て
い
く

場
を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

考
え
に
至
り
ま
す
。

焚
き
火
の
よ
う
な
場
。
き
っ
と
、
こ
れ
ま

で
も
こ
の
地
域
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
し
、
今
も
あ
り
続
け
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
や
場
へ

の
敬
意
も
込
め
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
機
会

を
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
感
じ
る
次
第
で
す
。!

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
し
み
た
か
」

２
０
２
４
年
１
月
号
寄
稿
文
よ
り
転
載

こ
の
地
域
に

ニ
ワ
ト
リ
も
た
く
さ
ん

暮
ら
し
て
い
る
の
っ
て
、

知
っ
て
ま
し
た
？

人
に
も
動
物
に
も

居
心
地
が
良
い
街
っ
て
、

な
ん
だ
か
素
敵
だ
と

思
い
ま
せ
ん
か
？

何
気
な
く
お
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
こ
の
地
域
の
自
然
の
豊

か
さ
を
実
感
し
ま
す
。
同
時
に
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
も

目
に
し
て
。
悲
し
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。
東
京
で
、
畑

な
ど
の
農
地
や
緑
地
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
変
な

こ
と
の
連
続
と
も
聞
き
ま
す
。
こ
の
街
の
大
切
に
し
た
い
風

景
っ
て
あ
り
ま
す
か
？
み
ん
な
で
、
そ
れ
を
気
に
か
け
て
い

き
た
い
で
す
よ
ね
。

"

例
え
ば
、
火
を
囲
み
な
が
ら
だ
と
、
「
今
、

こ
う
い
う
こ
と
に
困
っ
て
い
る
ん
だ
よ

ね
」
だ
と
か
、
「
今
、
こ
う
い
う
こ
と

や
っ
て
み
た
い
ん
だ
よ
ね
」
と
い
っ
た
、

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
切
実
な
と
こ
ろ

ま
で
を
含
ん
だ
「
困
り
ご
と
」
や
「
ワ
ク

ワ
ク
の
兆
し
」
と
い
っ
た
こ
と
が
自
然
と

話
題
に
上
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
話
題

に
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
そ
こ
を

き
っ
か
け
や
足
場
に
す
る
こ
と
で
事
が
動

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
、
困
り

ご
と
が
解
決
に
向
か
っ
て
い
っ
た
り
、
ワ

ク
ワ
ク
の
兆
し
が
現
実
に
起
こ
っ
た
り
を

し
続
け
て
い
く
。
そ
う
い
う
地
域
の
あ
り

方
は
、
な
ん
と
も
素
敵
な
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

目
的
が
あ
る
か
ら
集
ま
る
。
と
い
う
よ
り

も
、
楽
し
く
集
ま
る
か
ら
目
的
が
生
ま
れ

る
。
火
を
囲
む
機
会
と
い
う
も
の
は
、
ま

さ
に
そ
う
い
う
こ
と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

薪
を
く
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
素
直

な
気
持
ち
や
想
い
を
く
べ
て
い
く
。
ま
ず

は
そ
こ
か
ら
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
と
も

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
実
際
に
火
を
囲
ま

な
い
に
し
て
も
、
そ
の
よ
う
に
事
が
進
め

ら
れ
て
い
く
地
域
の
あ
り
方
は
、
な
ん
と

も
素
敵
な
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。



ない気もしています。

!

「評価」という言葉の堅苦しさってありますよね。
本当は、「調査研究」といったニュアンスの方が近いん
ですよ。というのも、現在、2023年度のアンケートを集
計してとりまとめていますが、データを分析していくと、
例えば、子どもたちに試行錯誤したり挑戦したりする機
会を本当はもっと提供していきたいと思っている先生た
ちの声も見えてくるんですね。先生方が本来やりたかっ
た教育活動が実現できていないとしたら、それはCSとし
ても解決すべき事項として認識していけますよね。そう
いう想いのある先生を応援したいじゃないですか。

ああ、成績を付けるというよりも、より良い状況にして
いくための判断材料を揃えていく作業なんですね。より
良い兆しを後押ししたり、困りごとを解決していくため
の。

!

そうなんですよ。それに、成績っていうものは本来
そういうものですよね。CS委員会もみんな限られた時間
のなかで集まって活動を進めていますから、何に注力を
しなければならないかということもそうやってデータを
みていくことである程度分かってくるはずなんです。そ
れに、私たちCS委員は直接学校の先生方や地域の方にも
話しかけやすいですが、保護者の方のなかには、それが
し辛い方ももちろんいらっしゃるはずですよね。毎年、
全校にアンケートを配布していますが、自由記述欄のと
ころまでじっくり目を通して受け止めて分析しています。
そういったアンケートが、学校や地域に対して声を届け
づらい方のための一つの機会でもあるべきなんです。

良い判断材料がなければ、良い判断が出来ませんからね。

!

それに、そうやってどのような判断材料でどのよう
な判断をしたのかというプロセスを、しつかり根拠のあ
るものにしていく仕組みにしておく必要もあるんです。
悪巧みをしている声の大きな人がやってきて、恣意的に
その方の趣味のような形で意見をまかり通してしまうな
んていうリスクがゼロではないんですよね。もちろん、
そんなことはそうそうないでしょうが、仕組みとしては、
そういう公平性を担保しておかないといけませんよね。

地域のことを地域のみんなでとりまわしていくために必
要なこと。なんか民主主義社会のつくり方を勉強をして
いる気分になってきました。評価部のみなさんって、こ
ういうことをいつも議論しているんですか？

!

あーだこーだ言いながら、みんなで集まって、たま
にお酒飲んだりしているのが、結構楽しんですよ。

二中・二小・井口小の先生や保護者。地域で活動をして
いる方々。コミュニティ・スクール（以下CS）委員会に
は、様々なメンバーが集まり、より良い学校や地域のあ
り方について、情報を共有したり、議論を深めたり、実
際に活動を起こしたりしています。今回は、「評価部」
「コーディネイト部」「コミュニケーション推進部」と
いう3つの部のうちの一つ「評価部」について、その部
長である菊田さんにお話をお聞きしました。菊田さんの
「評価」というものへの向かい方は、コミュニティー・
スクールとはそもそも何か？という疑問の答えにも重
なってくるように思います。

"#✌%

「評価」という言葉ってドキッとしちゃうんですよね。

!

そうですよね。実は、私としては評価という名前に
こだわりはなんですよ。

そうなんですか。教育社会学が専門の本田由紀さんによ
る書籍「教育は何を評価してきたのか」などを読んでも、
いかに子どもたちが評価にさらされて、序列化と画一化
を強いられているかということが書かれていたので、ど
うにもドキドキしちゃうんですよ。

!

むしろその反対のことを考えているんですよね。評
価そのものは目的ではないので、その先に何があるかと
いうことのほうが大切ですよね。今は本当に生き方が多
様化している時代じゃないですか。ちょうどこの間ひら
かれていた、井口小学校の「職業人の話を聞く」という
授業の様子を見てきたんですが、本当にみなさん様々な

な働き方をしている。一方で、みなさん共通して、自分
自身を大事にすることや、自分が何者であるかっていう
ことを大事にした方が良いですよっていう話をされてい
たのが印象的でした。それってつまり、それぞれが生き
方を創造していく時代であるということですよね。

へー、そういう学びの機会があるんですね。

!

学校に来てくれた講師の方々が、子どもたちのため
にということで真剣に臨んでくださっているのも印象的
でした。子どもたちにとっても、親や先生以外の様々な
大人に触れ合う機会って重要ですよね。

まさに、そのためにコミュニティ・スクールがあると
言っても良いような気がします。

!

そうですよね。いろんな大人のつながりを、子ども
たちの学びに活かしていきたいですよね。未来っていろ
んな選択肢があって、それぞれがいろんな方向に進めた
ら良いじゃないですか。掛け算と一緒で、それがたとえ
ちょっとした経験の「１」というものでも、そこに何か
を掛けていけると思うんですよね。それでそれをどんど
ん大きくしていける。「ゼロ」の状態だとなかなかそれ
が難しい。だから、そういう「１」の経験がたくさんで
きる状況にしていけたら良いですよね。

まさに。そういう見解を前提とした時に、評価部の活
動ってどのような位置づけになってくるんですか？

!

CSのアクションプランってあるじゃないですか。あ
れって、学校や地域や保護者など、それぞれ立場が違う
人同士が共通の目標というか意識を持って活動を進めて
いくための羅針盤のようなものですよね。

「自ら考えて、行動し、自ら未来を切り拓いていく」
「失敗を恐れず、積極的にチャレンジしていく」「常に
学び続ける」「共に生きる力を育んでいく」というやつ
ですよね。

!

そう。そういう目標を達成するための具体的なアク
ションのプランも、2年間かけて決めていったという経緯
があります。

みんなで目標を自分たちで定めていくことって大切だし、
この目標って、子どもたちだけに求めるものではなくて、
大人もそうあるべきというものですよね。とはいえ、こ
れを達成しているのか、はたまたしていないかを細かく
チェックされ続けるのって、なんだか正直居心地が良く

評価部・部長の菊田誠さん


